
突
然
の
提
案
、

教
職
員
は
蚊
帳
の
外
？

和
泉
市
教
育
委
員
会
は
、
３
月
市

議
会
に
お
い
て
、

・平
成
２
５
年
度
か
ら
「
小
中
一
貫
教

育
」
の
取
組
み
を
進
め
、
平
成
２
９
年

度
か
ら
全
中
学
校
区
で
実
施
す
る
。

・平
成
２
９
年
４
月
に
青
葉
は
つ
が
野

小
学
校
と
南
池
田
中
学
校
か
ら
分
離

新
設
す
る
「施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校
」
を
開
校
す
る
予
定
で
、
平
成
２
５

年
度
中
に
設
計
発
注
手
続
き
を
ス
タ
ー

ト
す
る
。

と
の
内
容
を
説
明
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
に
泉
北
教
組
が
提
出
し
た

要
求
書
の
「
過
大
規
模
解
消
の
た
め
に

新
設
校
を
建
設
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今

後
児
童
・
生
徒
増
が
予
想
さ
れ
る
学

校
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
新
設
や
校
舎

増
築
で
対
応
し
、
プ
レ
ハ
ブ
使
用
を
避

け
る
こ
と
。
」と
の
要
望
に
対
し
、
「長

期
的
な
児
童
推
計
等
を
勘
案
し
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
」と
文
書
回
答
し
て
い
る

こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
あ
ま
り
に
も
急

な
展
開
で
す
。

建
設
予
定
地
が
校
区
に
な
る
住
民
へ

の
充
分
な
説
明
も
な
い
ば
か
り
か
、
私

た
ち
教
職
員
と
の
事
前
協
議
も
無
い

ま
ま
、
議
会
に
か
け
ら
れ
る
と
い
う
に

は
、
納
得
の
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
職
員
や
父
母
と

慎
重
に
検
討
を

ま
た
、
先
行
実
施
さ
れ
て
い
る
東
京

都
品
川
区
で
は
、
「い
じ
め
」「不
登
校
」

の
増
加
、
小
学
校
高
学
年
の
自
尊
感

情
低
下
な
ど
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
、

学
校
選
択
制
の
下
で
「施
設
一
体
型

小
中
一
貫
校
」
内
で
の
内
部
進
学
率

が
極
端
に
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
泉
北
教
組
は

「
小
中
一
貫
教
育
」
お
よ
び
「
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
校
」
に
つ
い
て
、
も
っ
と

時
間
を
か
け
て
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
、
左
の
２
点
を
要
望
す

る
要
望
書
を
市
教
委
に
提
出
し
交
渉

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
「小
中
一
貫
教
育
」の
実
施
計
画

に
つ
い
て
、
先
に
結
論
を
決
定
す

る

の
で
な
く
、
教
職
員
や
父
母
が

論

議
す
る
時
間
を
保
障
す
る
こ

と
。

（
２
）
「施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
」の

建
設
計
画
を
中
止
し
、
過
大
規

模
解
消
の
た
め
に
新
設
小
学
校

お

よ
び
新
設
中
学
校
を
建
設
す

る
こ

と
。
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組合に加入して、

「評価・育成システム」を

なくそう！

今
年
の
全
体
講
演
は
ア
ー

サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
で

し
た
。
核
兵
器
、
原
発
問

題
に
つ
い
て
、
流
暢
な
日

本
語
で
て
い
ね
い
に
語
る

姿
に
、
聞
く
人
は
大
き
な

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
の

真
実

最
初
に
ふ
れ
た
話
は
、

第
五
福
竜
丸
に
つ
い
て
の

話
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
ラ
ッ
キ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
と

呼
ば
れ
る
こ
の
話
に
つ
い

て
、
日
本
で
は
「
被
爆
し

て
し
ま
っ
た
か
わ
い
そ
う

な
水
夫
た
ち
」
と
い
っ
た

話
で
お
さ
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
、
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん

は
、
違
和
感
を
感
じ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
に
と
っ
て
、
水
爆
実
験

を
し
た
事
実
は
、
軍
事
機

密
で
あ
り
、
第
五
福
竜
丸

の
乗
組
員
た
ち
が
被
爆
し

た
こ
と
は
抹
消
す
べ
き
出

来
事
な
の
で
す
。
乗
組
員

た
ち
が
日
本
に
帰
っ
て
く

る
こ
と
自
体
が
奇
跡
で
あ

り
、
単
な
る
偶
然
で
は
な

い
の
で
す
。
第
五
福
竜
丸

の
乗
組
員
た
ち
は
、
無
線

で
居
場
所
を
知
ら
せ
る
こ

と
な
く
、
米
軍
に
見
つ
か

ら
な
い
よ
う
な
ル
ー
ト
を
考
え
、
船

を
日
本
に
進
め
ま
す
。
死
の
灰
を
サ

ン
プ
ル
と
し
て
瓶
に
つ
め
て
。
途
中

で
他
の
船
が
近
づ
い
て
き
た
り
、
飛

行
機
が
見
え
た
り
し
た
ら
、
必
ず
殺

さ
れ
て
し
ま
う
、
も
し
見
つ
か
っ
た

ら
、
そ
の
時
点
で
初
め
て
無
線
を
打

と
う
、
自
分
た
ち
が
こ
こ
に
い
た
証

と
し
て
。
と
い
う
決
断
し
、
や
っ
と

の
こ
と
で
日
本
に
帰
り
つ
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
英
雄
物
語
だ
と
ビ
ナ
ー
ド

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

原
子
力
の
危
険
な
正
体

ナ
ガ
サ
キ
と
ヒ
ロ
シ
マ
に
落
ち
た

原
爆
の
成
分
は
何
か
、
知
っ
て
い
ま

す
か
？
ヒ
ロ
シ
マ
は
、
抽
出
に
手
間

の
か
か
る
ウ
ラ
ン
弾
で
す
。
ウ
ラ
ン

を
爆
発
さ
せ
て
で
き
る
も
の
が
、
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
。
そ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

で
作
ら
れ
た
の
が
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆

な
の
で
す
。
兵
器
と
し
て
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
得
る
た
め
に
は
、
大
爆
発

さ
せ
ず
、
じ
り
じ
り
と
抽
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
機
械
が
、
原

子
櫨
な
の
で
す
。
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
、

ろ

日
本
語
の
漢
字
の
持
つ
良
さ
と
同
時

に
恐
ろ
し
さ
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

原
子
櫨
と
み
ん
な
が
集
ま
り
あ
た
た

ま
る
「
櫨
」
の
漢
字
を
使
う
こ
と
で
、

原
子
力
安
全
説
が
生
ま
れ
、
そ
の
結

果
原
発
が
日
本
全
土
に
広
が
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。
原
子
力
の
問
題
を
電
気

の
問
題
に
置
き
換
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
原
子
力
（
核
）
は
、
大
量
虐
殺

兵
器
を
作
る
道
具
な
の
で
す
。

実
技
講
座
は

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

二
日
目
の
実
技
講
座
で
は
、
ヨ
ガ
、

作
文
な
ど
の
実
技
講
座
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
講
師
は
泉

北
教
組
の
宮
下
先
生
で
し
た
。
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
ゼ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
、
今
は
や
り
の
「
あ
た
り
ま
え
体

操
」
な
ど
、
大
盛
り
上
が
り
で
、
会

場
は
笑
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

小
中
一
貫
校
問
題

和
泉
市
教
委
交
渉

３
月
14
日
（
木
）
18
時
〜

市
役
所


